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に
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て
外
国
人
捕
虜
が
強
制
労
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さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
厚
生
労
働

省
の
公
文
書
に
対
す
る
外
務
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の
対
応
等
に
関
す
る
質
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に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
旧
麻
生
鉱
業
に
お
い
て
外
国
人
捕
虜
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
厚
生

労
働
省
の
公
文
書
に
対
す
る
外
務
省
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

旧
麻
生
鉱
業
に
お
い
て
連
合
軍
捕
虜
を
労
働
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
す
公
文
書
の
存
在
を
外
務
省
が
知
っ
た
の
は
、
平
成

二
十
年
十
二
月
四
日
で
あ
る
。

二
、
五
及
び
六
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
付
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
記
事
「
正
義
を
求
め
る
不
屈

の
訴
え
」
に
は
、
事
実
誤
認
等
が
種
々
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
外
務
省
が
保
有
し
て
い
る
資
料
で
記
事
の
内
容
に
関
係

す
る
も
の
が
な
い
か
等
に
つ
い
て
、
外
務
省
国
際
報
道
官
室
よ
り
、
外
務
省
の
そ
の
他
の
関
係
部
局
に
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

同
年
十
二
月
十
五
日
付
の
公
電
に
よ
り
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
に
対
し
、
記
事
へ
の
反
論
の
掲
載
の
指
示
を
行

っ
た
。
な
お
、
当
該
公
電
と
は
別
途
に
確
認
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
決
裁
書
は
存
在
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
十
二
月
十
七
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
間
）
に
行
わ
れ
た
。

一



四
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
十
二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
い
て
、
藤
田
幸
久
参
議
院
議
員
の
質
問
に
対
す

る
中
曽
根
外
務
大
臣
の
答
弁
に
お
い
て
、
削
除
の
事
実
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

七
に
つ
い
て

本
件
反
論
は
、
当
時
、
外
務
省
の
内
部
で
可
能
な
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時

点
で
、
旧
麻
生
鉱
業
で
の
捕
虜
の
労
働
に
関
連
す
る
資
料
が
厚
生
労
働
省
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
外
務
省
が
承
知
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

二


